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く〉 最近吉野俊彦氏著「森鴎外私論」を読み， 明治 32
年 6月の鴎外の小倉左遷の背景には，東大医学部での同
級生であり陸軍省医務局長であった小池正直との不仲が
あったことを知った。著者はその遠因のーっとして，医
学論文発表についての小池の一文に対する鴎外の批判文
も考えられるとしている。小池はかつて中外医事新報に
次のように書いた。 H日本にて仕事する人は日本の益を
なさんが為なり。しかるにその仕事を日本人に知らせず
して，直ちにドイツ文にてドイツ国に送り，日本人は再
たび之を醗訳して始めて之を知る様の事は，生には尤も
不服に候。日本人は日本文を以て書くを正則とし，日本
人に知らすを以て目的とすべしH と。之に対して鴎外は
次のような見解を述べている。 H日本人の欧文の論著あ
りしは其正則にもとれるを知らざるに非ず，止むを得ざ
ればなり，余らは小池学士と倶に，日本文を以て書くの
正則を日本の学者に勧むるに当って，蜘障の態をなさざ
るを得ざるものあり。其故ニあり。日く，日本にて仕事
する人は日本の益をなさんが為なり， との語は之を局部
に応用すべくして，之を学問の全区域に適用すべから
ず。日く，日本語は未だ英独仏伊の語と同等に学聞社会
の認可を得ざるものなり H と。
論文を英独仏などの外国語で書くか，日本語で書くか
は現在でも明治の頃と同様の問題をふくんでいると言え
ます。日本の雑誌は外国雑誌に比較して一般に採用の規
準が甘いし， circulationも広くない。従って，鴎外と
同様，論文は外国語で書き，外国の一流誌のきびしい関
門を経て海外に研究成果を発表することは必要なことで
す。しかしながら，一方では力を落さずに本誌にも投稿
して頂きたいと思います。。本誌の巻頭で奥田教授も指摘しているように，学会
で研究結果を発表しても，原著として記録に残さない人
がある。研究結果は原著として発表して始めて研究者の
いわば共有財となるものでしょう。 49巻 l号から本誌
に「症例」の欄を設けて，必ずー編は掲載するように努
めているのも，活字にならず寝かされる可能性のあるデ
ータを何とか引き出そうという意味も一つにはありま
す。自戒の意味も込めて，学会発表その他，研究の結果
は必ず原著として発表したいものです。
く> 2月 23日の編集委員会において確認された通り，
原著論文は可能な限り reject をさけ， レフリーのコメ
ントに基づいて改善を求めた上で採用して行く方針で
す。この線に沿って，現在原著の多くは部分的な書きな
おし，または，表，図の削減などを求めて掲載してい
る。フリーパスで掲載しているものはほとんどないのが
現状です。
(桑田次男)
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